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一般質問一般質問

公
務
労
働
で
の
雇
用・賃
金
格
差
な
ど
、

公
務
労
働
で
の
雇
用・賃
金
格
差
な
ど
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
は

職
員
の
採
用
は
、
法
に
基
づ
き
本
人
の
適
正
と

能
力
以
外
を
採
用
条
件
に
し
ま
せ
ん

　
公
務
労
働
で
の
雇
用
・
賃
金
格

差
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実

現
は
。

　
政
策
・
意
思
決
定
の
場
へ
の
女

性
の
登
用
の
現
状
は
。

す
。
今
後
も
意
欲
と
能
力
の
あ
る

女
性
職
員
を
積
極
的
に
登
用
し
て

い
き
ま
す
。

人権が守られる高島市
になっているか

問問

問答

福井　節子 議員

　
性
暴
力
被
害
者
へ
の
支
援
と
現

状
の
取
組
み
は
。

　
総
務
部
長

　
市
職
員
は
、
各
種
階
級
毎
の
研

修
な
ど
の
機
会
に
受
講
し
ま
す

が
、
行
政
委
員
会
等
の
委
員
の
研

修
は
、
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
民
生
活
部
長

　
被
害
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場

合
、
性
暴
力
被
害
者
総
合
ケ
ア
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
び
わ
湖
（
通
称
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
）
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
は
24
時
間

３
６
５
日
つ
な
が
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
で
、
医
療
ケ
ア
・
弁
護
士
相
談

等
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
総
合

問 答答

　

個
人
の
尊
厳
を
守
り
、「
性
別

役
割
論
」
を
乗
り
越
え
る
取
組
み

は
。

　
学
校
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
推
進
は
。

　
市
民
生
活
部
長

　
市
民
の
男
女
共
同
参
画
の
意
識

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
発
信

や
図
書
の
整
備
を
行
い
、
男
性
を

対
象
と
し
た
家
事
・
子
育
て
・
介

護
等
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　
教
育
指
導
部
長

　
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
人
権

教
育
を
推
進
し
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
学
校
づ
く

り
、
集
団
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。

問問 答答

　
総
務
部
長

　
職
員
の
採
用
は
、
地
方
公
務
員

法
第
13
条
の
「
平
等
取
扱
い
の
原

則
」
に
基
づ
き
、
本
人
の
適
正
と

能
力
以
外
の
こ
と
を
採
用
条
件
に

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
部
長

　
一
般
行
政
職
の
管
理
職
に
占
め

る
女
性
の
割
合
は
、
令
和
4
年
で

35
．
7
％
で
、
平
成
26
年
よ
り

10
．
8
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま

答答

的
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
で

も
「
女
性
の
た
め
の
相
談
室
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

安
曇
川
駅
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
は

　
男
女
の
登
用
が
、
さ
ら
に
平
等

に
な
る
目
標
年
次
は
あ
る
の
か
。

問　
総
務
部
長

　
令
和
７
年
ま
で
に
40
％
以
上
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
個
々
の
条

件
・
事
情
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
積
極
的
に
登
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答　
執
行
機
関
や
付
属
機
関
で
の
選

任
者
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ

を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
研
修
は
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。

問


